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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）
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介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
〜

特集

SPECIAL EDITION

※１  ICT： 「In fo rma t i on and Commun i ca t i on 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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SPECIAL EDITION

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿

会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
〜
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※１  ICT： 「In fo rma t i on and Commun i ca t i on 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員

04hyogo no fukushi     2021.11-12

　

　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
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利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
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ボ
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・
Ｉ
Ｃ
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用
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工

03 hyogo no fukushi     2021.11-12

を

介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
〜

特集
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※１  ICT： 「In fo rma t i on and Commun i ca t i on 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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を

介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
〜

特集

SPECIAL EDITION

※１  ICT： 「In fo rma t i on and Commun i ca t i on 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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を

介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿

会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
〜

特集

SPECIAL EDITION

※１  ICT： 「In fo rma t i on and Commun i ca t i on 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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介
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ボ
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
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福
祉
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う
じ
ゅ寿
会
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別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
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約
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前
か
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介
護
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導
入
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、
適
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ケ
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提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
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取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
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に
つ
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て
、
理
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で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
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き

ま
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、
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（
グ
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プ
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で
生
活
し

て
い
ま
す
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そ
の
た
め
、
ユ
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の
担
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職
員
が

一
人
で
ケ
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を
す
る
場
面
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多
く
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よ
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安
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ケ
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と
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担
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図
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と
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ま
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た
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を
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以
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は
抱
え
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げ
る
ケ
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が
減
り
、
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員
の
心
身
の
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担
感
を
軽
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で
き
ま
し
た
。
ま
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、
利
用
者
の
皮
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剥
離
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に
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ケ
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の
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軽
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で
き
、
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す
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の
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の
下
に
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、
体
動
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睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員

04hyogo no fukushi     2021.11-12

　

　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
〜

特集
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※１  ICT： 「In fo rma t i on and Commun i ca t i on 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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介
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用
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立
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護
者

の
負
担
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護
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」
の
こ
と
を
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ま
す
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的
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は
、
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、
入
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、
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面

を
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入
浴
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分
野
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開
発
が
進
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現
場
に

導
入
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始
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ま
す
（
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の
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を
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め
、
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着
・
確
保
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る
こ
と
も
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で
す
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こ
の
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環
で
、
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を
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て
活
動
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加

の
機
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確
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な
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ら
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作
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介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
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・
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用
〜
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介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
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コミュニケーションを取りながら、タブ
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利
用
者
に
寄
り
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質
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿

会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員

04hyogo no fukushi     2021.11-12

　

　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
〜

特集

SPECIAL EDITION

※１  ICT： 「In fo rma t i on and Commun i ca t i on 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た

介
護
現
場
の
近
未
来

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
、
今
後
、
介

護
現
場
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、
県
内
で
最

先
端
の
実
践
に
取
り
組
む
県
社
会
福
祉
事
業
団
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
万
寿
の
家
（
神
戸
市
北
区
）

次
長
兼
支
援
課
課
長
／
作
業
療
法
士
野
上
雅
子
氏

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
高
齢
者
の
自
立
支
援

高
齢
者
が
本
来
持
っ
て
い
る
心
身
の
能
力
を
発
揮

で
き
る
「
自
立
支
援
」
を
目
指
す
こ
と　
こ
れ
が
介

護
の
重
要
な
視
点
で
す
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
一
般

の
福
祉
用
具
や
施
設
環
境
の
整
備
と
組
み
合
わ
せ
て

自
立
支
援
を
目
指
す
ケ
ア
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
場
面
で
の
ケ
ガ
や

事
故
も
確
実
に
減
ら
せ
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
る
と
、
利
用
者
の
状
態
を
適
切
に

把
握
し
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
安
全
か
つ
適
切
に
扱
え

る
人
材
の
育
成
が
大
切
で
す
。
当
施
設
で
は
、
企
業

や
行
政
、
大
学
な
ど
と
研
究
・
研
修
を
進
め
る
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
」
と
連
携
し
、
指
導
的
役

割
を
担
う
「
ロ
ボ
ッ
ト
ケ
ア
マ
ス
タ
ー
」
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

介
護
現
場
に
お
け
る
科
学
的
デ
ー
タ
の
活
用

こ
れ
は
、
施
設
か
ら
厚
生
労
働
省
へ
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
利
用
者
の
状
態
な
ど
の
デ
ー
タ
を
提
出
し
、
科
学

的
に
分
析
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て
、
高

齢
者
の
自
立
支
援
と
重
度
化
防
止
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
で
す
。

今
後
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
と
の
連
動
を
視
野
に
入

れ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
科
学
的
・
客
観
的
な
デ
ー
タ

に
よ
り
、
例
え
ば
褥
瘡
の
改
善
や
オ
ム
ツ
外
し
な
ど
、

個
々
の
利
用
者
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
「
計
画
↓
実
行

↓
評
価
↓
改
善
」
の
サ
イ
ク
ル
で
進
め
る
こ
と
が
介

護
現
場
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

介
護
職
員
の
や
り
が
い
の
創
出
と
イ
メ
ー
ジ
の
転
換

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
や
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ

ア
（
持
ち
上
げ
な
い
介
護
）
の
推
進
で
、
身
体
的
負

担
は
確
実
に
減
少
し
ま
す
。
腰
痛
を
原
因
と
す
る
離

職
も
減
り
、
高
齢
に
な
っ
て
も
介
護
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
、
多
様

な
世
代
の
職
員
が
い
き
い
き
と
働
く
現
場
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
改
善
が
進
む
と
利
用
者
と
向
き
合
う

時
間
が
増
え
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

信
頼
関
係
を
構
築
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
外
出

支
援
な
ど
に
時
間
を
充
て
ら
れ
、
利
用
者
の
暮
ら
し

の
質
も
高
ま
り
ま
す
。
業
務
改
善
・
効
率
化
で
職
員

を
少
な
く
す
る
の
で
は
な
く
、
適
切
な
配
置
で
介
護

の
質
を
高
め
、
職
員
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

専
門
性
を
発
揮
し
て
ケ
ア
を
提
供
す
る
介
護
職
員

の
姿
は
魅
力
的
で
す
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
で
、
介
護
職
の
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
が
図
ら
れ
、

介
護
の
仕
事
の
魅
力
も
高
ま
り
、「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
た
ケ
ア
を
し
て
み
た
い
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
に
ケ
ア
の
仕
事
を
し
た
い
」
と
い
う
多
様
な
人
材

の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト・Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
て

高
齢
者
の
自
立
支
援
と
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
有
効

に
活
用
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、

第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
で
、
①
モ
デ
ル
施

設
の
育
成
、②
介
護
ロ
ボ
ッ
ト・I
C
T
の
導
入
助
成
、

③
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
活
用
す
る
介
護
職
員
の
育
成

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
、
介
護
現
場

の
革
新
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
と
と
も
に
変
革
期
に
あ
る

介
護
の
現
場
。
よ
り
質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
、
新

た
に
開
発
さ
れ
、
日
々
進
歩
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
動
向
を
把
握
し
な
が
ら
、
安
全
か
つ
適
切

に
扱
う
技
術
を
高
め
よ
う
と
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
続

い
て
い
ま
す
。

ケアの技術を高める職員研修
（特別養護老人ホーム万寿の家）
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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）
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　福祉・介護のお仕事探しをサポート！

兵庫県福祉人材センター［運営：（福）兵庫県社会福祉協議会］
　TEL：078-271-3881

令
和
３
年
４
月
か
ら
、
厚
生
労
働
省
が

「Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」

（科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。
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介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿

会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
〜

特集

SPECIAL EDITION

※１  ICT： 「In fo rma t i on and Commun i ca t i on 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
動
向

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
現
場
の
革
新

我
が
国
で
は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
35・
3
％
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
の
進
行
で
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

2
0
2
5
年
の
7
1
7
0
万
人
か
ら
2
0
4
0
年
に

は
5
9
7
8
万
人
に
減
る
見
通
し
で
す
。

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
担
う
人
材
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
生

産
性
の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
介
護
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
目
指
し
つ
つ
、

2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
促
し
、介
護
現
場
の
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
導
入
状
況

介
護
現
場
で
導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

情
報
の
感
知
、
判
断
、
動
作
と
い
っ
た
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
が
応
用
さ
れ
、
利
用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
場
面

を
想
定
し
た「
移
乗
支
援
」「
移
動
支
援
」「
排
泄
支
援
」

「
見
守
り・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
入
浴
支
援
」「
介

護
業
務
支
援
」
の
６
分
野
で
開
発
が
進
み
、
現
場
に

導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

こ
の
う
ち
「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
連
す
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
「
介
護
業
務
支
援
」

の
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ

る
と
、
入
所
施
設
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、

「
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
16・6
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
入
浴
支
援
」
5・9
％
、「
移

乗
介
助
（
装
着
型
）」
5・3
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
各
地
で
徐
々
に
そ

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的

介
護
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
「
手
段
」
で
、

業
務
改
善
や
効
率
化
で
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
目
的
」
だ
と
い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
み
出
し
た
時
間
を
、

他
の
ケ
ア
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
く
活
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
、
介
護
人
材
の
定
着
・
確
保
へ
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
好
循
環
で
、
尊
厳
を
保
持
し
て
活
動
・
参
加

の
機
会　
確
保
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
A
D
L
（
日

常
生
活
動
作
）
や
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
と
い
っ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

目
指
す
こ
と
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
本

質
と
言
え
ま
す
（
図
表
２
）
。

業務改善の一つの手段としての
介護ロボット・ICT導入

【図表１】 
介護ロボット（一例）
（厚生労働省・経済産業省資料より抜粋）

移乗支援

装着型パワーアシスト

非装着型離床アシスト

入浴支援

入浴アシストキャリー

見守り

見守りセンサー

【図表２】介護サービスにおける業務改善の捉え方
厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上に資する
ガイドライン」の図を一部加工
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を

介
護
現
場
で
の 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

社
会
福
祉
法
人
常じ

ょ
う
じ
ゅ寿

会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
常
寿
園
（
高
砂
市
）

常
寿
園
で
は
、
約
７
年
前
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
と
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
導
入
の

効
果
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
事
で
施
設
長

の
長
谷
川
均
氏
に
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。

①
移
乗
介
助
「
床
走
行
式
電
動
介
護
リ
フ
ト
」

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
高
齢

者
が
小
規
模
な
ユ
ニ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
）
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
担
当
職
員
が

一
人
で
ケ
ア
を
す
る
場
面
が
多
く
、
よ
り
安
全
な
ケ

ア
の
提
供
と
負
担
軽
減
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

介
護
リ
フ
ト
を
導
入
し
た
平
成
26
年
以
降
は
抱
え
上

げ
る
ケ
ア
が
減
り
、
職
員
の
心
身
の
負
担
感
を
軽
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皮
膚
剥
離
な
ど
移

乗
に
伴
う
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、
介
護
の
質

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」と「
低
床
電
動
ベ
ッ
ド
」

平
成
30
年
に
2
つ
の
特
養
（
地
域
密
着
型
と
広
域

型
）
の
全
97
床
に
導
入
し
た
「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に
敷
い
て
、
体
動
（
寝

返
り
、
呼
吸
、
心
拍
な
ど
）
を
検
出
し
、
睡
眠
状
態

を
測
る
見
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
セ
ン
サ
ー
で

睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
あ
が
り
、
離
床
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
分
か
り
、
状
況
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
た
め
、
職
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
迅
速
に
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
勤
に
入
る
職
員
の
精
神
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
、
ま
た
、
巡
回
で
利
用
者
の
安
眠
を

妨
げ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
、
利
用
者
の
良
質
な
睡
眠

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
や
心
拍

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ

た
り
、
体
調
変
化
を
早
期
に
把
握
し
て
重
症
化
を
防

ぐ
な
ど
、
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
導
入
と
同
時
に
「
低
床

電
動
ベ
ッ
ド
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
ケ
ア
の
場
面
に

応
じ
て
自
在
に
高
さ
を
調
整
で
き
、利
用
者
の
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
上
、
利
用
者
を
抱
き
上

げ
て
介
護
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
腰
痛
予
防
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
操
作
す
る
リ
モ
コ
ン

の
画
面
に
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
や
ベ
ッ
ド
の
高
さ

が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
個
々
の
職
員
の
感
覚
に
頼
ら

な
い
、
統
一
化
さ
れ
た
ケ
ア
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
業
務
支
援
「
介
護
記
録
ソ
フ
ト
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
介
護
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
す

る
以
前
は
、
職
員
が
手
書
き
の
メ
モ
か
ら
一
覧
表
へ
、

さ
ら
に
利
用
者
の
ケ
ー
ス
記
録
へ
と
二
重
三
重
に
記

録
を
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
看
護
日
誌
や
介

護
日
誌
の
記
録
の
重
複
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

一
度
の
入
力
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
重
複
の
ム
ダ
も

解
消
。
居
室
や
食
堂
な
ど
、
利
用
者
の
そ
ば
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
入
力
が
で
き
る
た
め
、
記
録
忘
れ

も
減
り
、
記
録
が
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
可
能
に
し
た
り
、
S
N
S

で
利
用
者
や
施
設
の
行
事
の
様
子
を
家
族
に
配
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
複
数
の
職
員
の
重
複
し
た
動
き
を
解
消

し
た
り
、
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

め
に
、
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
ケ

ア
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

職員が携帯するスマートフォン
と連動する「眠りＳＣＡＮ」

コミュニケーションを取りながら、タブ
レット端末で利用者情報を入力する職員
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　近年、介護現場では“利用者の自立支援”や
“介護者の負担の軽減”に役立つ介護ロボットや
ICT※1の活用が進みつつあります。
　本特集では、高齢者施設での介護ロボット・
ICTの活用事例やインタビューを交えて、介護現
場の生産性向上や働きやすい職場環境づくりと、
目指すべき利用者の自立支援、ケアの質の向上に
ついて考えます。

写真上から
「笑顔で過ごす高齢者と介護職員」「移乗用の電動介護リフトを使用する様子」

（上の2点：特別養護老人ホーム常寿園）
「コミュニケーションロボット」「スタンディングリフトによる移乗支援（排泄ケアの場面）」

（下の2点：特別養護老人ホーム万寿の家）

利
用
者
に
寄
り
添
う

質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

〜
高
齢
者
施
設
に
お
け
る

　
　
　介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
〜

特集

SPECIAL EDITION

※１  ICT： 「In fo rma t i on and Commun i ca t i on 
Technology」の略称。「情報通信技術」と訳されます。
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